
科目 単位数 教科書番号

数学Ⅰａ 2 数Ⅰ704

添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

スクーリング

6,7月
(10～12月)

文字を使った
式

0.1
行動観察
課題プリント

4月
(10月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

数学 東京書籍 新数学Ⅰ

2024年度 通信教育実施計画書
相生学院高等学校

教科 出版社 教科書名

目標
【学習指導要領】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。
(1) 数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・
法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
(2) 命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形した
りする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考
察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフ
を相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの
散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決
したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。
(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を養う。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

・「数学Ⅰ」だけで，高等学校の履修を終える生徒に配慮する。
・「数学Ⅰ」に続けて深く学ぶ生徒にはその後の科目との系統性を考慮する。
・単なる知識の暗記ではなく，数学的な見方や考え方を養う。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標

面接指導(単位時間)

評価方法

評価の観点

【知識・技能】
・数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることに関する
技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したり
する力を身に付けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現
する力を身に付けている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付
けて考察する力を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに
着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批
判的に考察し判断したりする力を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

前
期

（
後
期

）

4月
(10月)

1章　数と式
1節　文字と式
1　文字を使った式

2　多項式と単項式

文字を含んだ式の約束を確認し，
正しく文字式を扱うことができる。

単項式，単項式の次数，係数，多
項式，項，定数項，整式，同類
項，整式の次数，n次式など，式に
ついての用語の意味を理解し，整
式を整理するなかで，式について
の見方を豊かにする。

第1回



スクーリング

6,7月
(10～12月)

多項式の計
算(1)

0.1
行動観察
課題プリント

4月
(10月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

5月
(11月) 第2回

スクーリング

6,7月
(10～12月)

乗法公式 0.1
行動観察
課題プリント

スクーリング

6,7月
(10～12月)

因数分解(2) 0.1
行動観察
課題プリント

4月
(10月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6,7月
(10～12月)

平方根 0.1
行動観察
課題プリント

4月
(10月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6,7月
(10～12月)

分数と小数 0.1
行動観察
課題プリント

5月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6,7月
(10～12月)

不等式 0.1
行動観察
課題プリント

5月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6,7月
(10～12月)

不等式の解
2次方程式と
その解き方

0.1
行動観察
課題プリント

6月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

前
期

（
後
期

）

第2回

4月
(10月)

1章　数と式
1節　文字と式
3　多項式の計算（1）

4　多項式の計算（2）

整式の加法・減法の仕組みを理
解し，それらの計算ができる。

指数法則，単項式の乗法につい
て理解し，さらに分配法則を用い
て整式を展開することができる。

第1,2回

1章　数と式
1節　文字と式
5　乗法公式

乗法公式について理解し，乗法
公式が利用できる。また，式の一
部を1つの文字に置き換えて考え
るなど，見通しをもって整式を展開
することができる。

5月
(11月)

1章　数と式
1節　文字と式
6　因数分解（1）

7　因数分解（2）

8　展開、因数分解のくふうと利用

分配法則や乗法公式を逆に用い
て因数分解することについて理解
し，因数分解の公式が利用でき
る。また，式の一部を1つの文字に
置き換えて考えるなど，見通しを
もって因数分解することができる。

5月
(11月)

1章　数と式
2節　実数
1　平方根

2　根号をふくむ式の計算

根号を含む式の基本的な計算を
することができる。また，分母の有
理化について理解し，それを活用
する能力を伸ばす。 第3回

6月
(12月)

1章　数と式
2節　実数
3　数の分類

4　分数と小数

自然数，整数，有理数，無理数の
意味を理解して，それらを区別で
きる。さらに，実数について理解す
るとともに，数を拡張することに興
味をもつ。

第1,2,3回

6月
(12月)

1章　数と式
3節　方程式と不等式
1　1次方程式

2　不等式

3　不等式の性質

1次方程式について理解し，1次
方程式を解くことができる。

不等号の意味を理解し，数量の大
小関係を不等式で表すことができ
る。

不等式を調べることによって，不
等式の性質を理解する。

第4回

6月
(１2月)

1章　数と式
3節　方程式と不等式

4　不等式の解

5　不等式の解き方

6　2次方程式とその解き方

7　２次方程式の解の公式

不等式の性質を用いて不等式を
変形し，解くことができる。

1次不等式を利用して，文章題を
解決することができる。

2次方程式について理解し，平方
根の考え，因数分解，解の公式を
用いて2次方程式を解くことができ
る。

第4回



スクーリング

6,7月
(10～12月)

代表値

分散と標準偏
差

0.1
行動観察
課題プリント

7月
(12月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6,7月
(10～12月)

命題と集合 0.1
行動観察
課題プリント

7月
(12月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

9月
(1月) 考査

1

7月
(12月)

5章　集合と論証
1節　集合と論証
1　集合

2　命題と集合

3　命題と証明

部分集合，全体集合，補集合，共
通部分，和集合などの集合の表し
方，用語，記号を，図を用いて理
解し，記号を使って表すことができ
る。

命題の真偽と反例を考えることが
できる。また，必要条件，十分条
件，必要十分条件の意味を知り，
さらに図表示による包含関係と関
連づけて理解する。

命題の逆，対偶について理解し，
対偶を利用した証明法や背理法
による証明法を学び，論理的な思
考力を養う。

第6回

7月
(12月)

4章　データの分析
1節　データの分析
1　データにもとづいた問題解決の進
め方

2　データの特徴の調べ方

3　代表値

4　四分位数と箱ひげ図

5　分散と標準偏差

データの特徴をとらえやすくする
ために，度数分布表，ヒストグラ
ム，相対度数分布表に表すことが
でき，データを整理する有用性に
気づく。

データの特徴を1つの数値によっ
て表せることを理解し，それを平均
値，中央値，最頻値などの代表値
で表すことができる。

データの分布の特徴を表す値とし
て，代表値だけでは不十分である
ことから，中央値をもとにした四分
位数，四分位範囲を理解する。ま
た，それを箱ひげ図に表すことが
できる。

第5回

6　相関関係

7　相関係数

8　データにもとづく考え方

データの分布の特徴を表す値とし
て，代表値だけでは不十分である
ことから，平均値をもとにした分
散，標準偏差を理解し，それを求
めることができる。

2つの変量の組の値を散布図に表
すことによって，2つの変量の相関
関係が調べられることを理解す
る。

散布図による相関関係を相関係
数により数値化し，相関の強さが
表せる有効性を認識する。

面接指導（単位時間）　合計

前
期

（
後
期

）

単位認定試験


